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日本共産党 

広島市議会・9月議会がはじまります ― 9月21日(火)～10月4日(月) 

日本共産党市議団を代表して 

中森辰一 議員が 

一般質問 

9月議会・事前説明会 

この9月議会では、公共事業水増し詐欺の疑いでの市

幹部職員の逮捕につづき、現職市議や元助役の関与もと

りざたされるなど、「市行政・市議会のあり方」が根本から

問われることになります。 

被爆建物である旧広大理学部1号館の保存に向けて

市が積極的な姿勢に踏み出すのか、地元中小建設業者

の仕事おこしとなる「住宅リフォーム助成制度」に市がどう

いう評価を下すのかなどの注目すべき案件もあります。 

● 広島市議会・9月議会（第４回定例会）日程 ● 

本会議、常任委員会とも午前10時開会です。なお、常任委員会の日程は予定です（13日に決定します）。 

９月 21日（火） 本会議： 市長説明等 

     27日（月） 本会議： 一般質問 

     28日（火） 本会議： 一般質問 中森辰一議員（午前の予定） 

     29日（水） 本会議： 一般質問、 質疑 皆川けいし議員 

     30日（木） 常任委員会： 上下水道（中原ひろみ議員）、経済環境（藤井とし子議員）、建設 

10月 1日（金） 常任委員会： 文教（皆川けいし議員）、厚生（村上あつ子議員）、総務（中森辰一議員） 

      4日（月） 本会議： 討論 中原ひろみ議員、 議決など 

在日米軍基地の再編にあわせた沖美町のＮＬＰ誘致

再燃の動きや市上空の米軍機低空飛行問題、来年の被

爆60周年にむけた取り組みの具体化など、平和を築くた

たかいも引き続き大切となります。 

また、9月議会では来年度の予算編成にむけ、これ以

上、福祉予算を後退させないたたかいも本格化します。 

市民の議会監視を強めるためにも、ぜひ多くの市民の

議会傍聴を心より呼びかけます。 

9 
28 

午前の予定 

9.21 請願しめきり 

■ 共 催 ■ 

平和・くらし・緑を守る革新市政をつくる会 

日本共産党広島市会議員団 

市議団から9月議会のポイントなどをお話しいたします。市民のみなさんからの

ご意見・ご要望もいただきたいと思います。ぜひ、お気軽にご参加ください。  

9月16日（木） 夕方6時から 

議会棟3階 第1委員会室 

ぜひ参加して 
ください 



原爆で被爆した人の輸送や救護、看護によって被爆

した母親のそばにいた子が「３号被爆」として認定されな

い問題を日本共産党の中原ひろみ議員が６月議会で追

及した際、原爆被害対策部援護担当課長が「ＪＣＯの東

海村臨界事故で被曝した重症患者を看護した看護師

は、健康的な影響がある範囲の被曝量でなかった」と答

弁したことに対し、党市議団は8月25日、同課長の発言

撤回を求めて申し入れをおこないました。 

申し入れで党市議団は、「東海村の事故の場合は、

原爆投下後、半世紀を過ぎて到達した最高の科学的見

地にたった事故処理と医療体制の中での看護であり、

放射性物質を浴びた衣服や体と接触した広島での『３

号被爆』を同列に扱い比較すること自体、全く無意味で

ある」と批判し、公式の場での発言撤回を求めました。 

「ＪＣＯ東海村臨界事故の看護との比較は不適切」 
―党市議団の申し入れに市が発言撤回を約束 

「３号被爆」の認定問題 

遺骨85体分 遺品６５点見つかる 
原爆投下直後に約１万人の負傷者が搬送され、多くの

死者が埋葬された似島（南区）で、市が5月からおこなって

いた戦後３回目の遺骨発掘作業（７月28日終了）で、85体

分の遺骨と65点の遺品が見つかりました。 

遺品のうち、「妹の名札ではないか」と名乗り出た家族

がいましたが、残りの遺品については身元判明につな

がっていません。 

 

市 「民有地の発掘むずかしい」 
県被団協（金子一士理事長）は、今回の発掘調査現場

付近にもまだ遺骨が残っている可能性がある未発掘地が

あるとして、市に発掘場所を拡大して調査を継続するよう

要望。また、似島北部にも遺体を埋葬したとの証言もある

ことから、島民への聞き取り調査も求めています。 

これに対し市は、付近の未発掘地は民有地のため、具

体的な証言がなければ調査は難しいとの考えを示してい

ます。 

党市議団は8月27日、今回の発掘現場を視察。今後も

市に調査継続を働きかける予定です。 

遺骨の発掘場所拡大し調査継続を 似島 

応対した岩川和行・原爆被害対策部長は、「例示が

不適切だった」と表明。東海村事故が『３号被爆』の認定

基準と関係することはないとの考えを示し、9月議会で発

言を撤回することを約束しました。 

慰霊碑に手を合わせる日本共産党広島市議団＝8月27日、似島 

慰霊碑から見た発掘現場。右手のロープ左側が整地された発掘現場 


